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要旨 ：2005年 に発 生 した博多湾の 地震の 後 ， 依頼者 （目本画家）は応急対策で JR の 使用済み コ ン テ ナを利用

して ，緊急に目本画等を保管 した。その 空間では簡易なエ ア コ ン で温 度を制御して い た が，字顕 上昇 に よるカ

ビの 発生 等の 不具合 に っ なが る懸念が有っ た。美術 品を作者個人 で所 蔵す る傾 向は拡 大 してい るが，所蔵 者が

個 々 人 でそ の 環境維 持 を行 うこ とには 限界が あ る。こ こ で は筆者が調査 と対応策を提案 した 2年間の 取 り組み

例をも とに，カ ビ発 生対 策を主 と した簡易で安全 な美術品収蔵空間確保の た めの 方法を考察する。
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ド ：温湿度　絵画 収蔵　コ ン テ ナ 　カ ビ対 策

　　　　　　　　 1．は じめ に

　
一
般的 に多く の 画家に と っ て 自作 の 絵画 を ど こ で 制

作 し，そ の 作品を収蔵展 示 す る こ とは 重大な意味 を持

つ 。その た め 個 々 の 画家に とっ て，好ま しい 環境 を確

保 す る 努 力 が 続け られ て い る こ と は 良 く知 られ て い る

と こ ろ で あ る が ，しか し，こ の 環境を維持 し て ゆくに

難 し い 事例 も あ る。こ こ で 示 す の は，日々 の 生 活活動

と作 画 を 両 立 して い る 日本 画 家 （T 画 家） か らの 収蔵

環境確保 につ い て の 支援要 請 に 関する，室内空 間の 環

境計画者 （筆者） と して の
一

連 の 取 り組 み で あ り，そ

の 結果 を 報告す る と と もに ，簡易な絵画収蔵 へ の 今後

の 指 針 とな るべ き もの を 見 出 す 作 業 で あ る D

　　　　　　　　　 2 ．背景

　T 画家は 1983年 頃 か ら 日本 画 の 基 本 で あ る 岩絵 の 具

を学び 始 め 1987 年 に 独学で 技法 を習得 し，爾来数 々 の

美術展 に応募 し て 入 選 し て きて い る。

　 こ の 作者 が 住 ま い する福岡県 の 博多湾 で 2005 年 3

月 か ら 4 月 に か け て 地 震 が発 生 し，住 宅 や 道 路 な どに

か な り の 被害が 発 生 した。こ の こ と に よ り T 画家は 自

作 の 作品を安全 に 収蔵す る 必 要性 を 強 く感 じ，具 体的

な 方策を計画 した。災害復興 に 伴 う数 々 の 提案 の 中で，

具 体的 な 方策と し て ，作画 と収蔵 の 場所 で あ っ た 木造

住居 か ら少 し離れ た場所 に，鉄道貨物輸送 で 使 われて

い た，コ ン テ ナ の 利 用 を採 用 した 。 こ の コ ン テ ナ は鋼

製 で ，2005 年 7月か ら主た る作 品 をそ こ に保 管した が，

1 か E ほ どで 作 品 に わ ずか な異変が 発見 され ，そ の よ

うな状況の 中で ，2006 年 1月 に 支援要請がなされ ， 状

況 を把握す る た め現地 に 赴き調査を開始 した。

　　　　　　3 ．調査 方法並びに 結果

　 コ ン テ ナ の 状況 は 写真 1 で あ り，人 手 した 説 明 図 を

も と に 図 1 を 作 成 し た。丁 画 家 と の や り 取 り を進 め な

が ら調 査 の 方 法 を以 下 に 整 理 し実 施 した。内容 を示 す。

　3．1　鋼製 コ ン テ ナ 保管庫の 仕様

　鋼製 コ ン テ ナ は 内寸で 奥行 き 3500皿 × 横 2300　mm ×

高さ 1940 皿 で 容積 は 15，617m3で あ る 。写真 で 分 か る

よ うに 金 属の 鉄板製屋 根 を載せ た 形 で あ る。内 部 の 仕
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上 げは 天 井壁 及 び 床 に木 製ベ ニ ア板 12  を貼付 し，表

面 は ビ ニ ル ク ロ ス 張 りで あ る。冷暖房 は セ パ レ
ー

トタ

イ プ
．
エ ア コ ン で 消費電 力 2．2Kw で あ る。

　　　　　　　図 1　コ ン テ ナ 参 考図

　3，2　簡易 測 定

　 コ ン テ ナ の 状 況 を 把 握す る た め ，更 に現地を訪問 し

た 際，デ ジ タル 温 湿 度計 で コ ン テ ナ 内 部 を 測定 し （写

真 2 ），結果を表 1 に 示す。T 画家 に 依頼 して 寒暖計に

よ る 口毎の 温 湿度の 測 定 （写真3 ） を 開始 した。

写 真 2

　表 1

内部 温 湿 度測定 写 真 3　 寒 暖計測 定

温湿度測定結果 （デ ジ タル 温 湿 度測 定器 ）

外気 外気 ⊇ン テナ内 コ ン テナ内 ラック内 ラ ック内

年　月　 贓 11

温度 ℃ 湿慶　％ 温度 ℃ 湿度 ％ 温度　℃ 湿度 ％

2007年 3月 20日

13．B3ag14 ．1 堀〕．7 一 一
10　 理

　．
2007年 5 月 22 日

25954 ．526 ．75 斗327 ．353 ．7
958

2CO7年 5月 22日

267　　　161．323 ．660 ．023657 ．1
12　31

　　　　　　　 図 2　 寒 暖計記録

　　 （上 ： 温度　中 ：相対湿 度　下 ：絶対湿 度〉

　寒 暖 計 測 定 結果 を 図 2 に 示 す 。 露点温 度 と絶 対 湿 度

は 計算 で 求 め た。作 品 は 額装 され た 上で 収蔵用 の 紙箱，

も し くは 収蔵用紙 で 梱包 され た 状態 で 収納 され て い る。

　 3．3　連続測定 （外気，コ ン テ ナ内，自宅ア トリエ ）

　 エ ア コ ン の 運転状況 と室 内の 状況を詳細 に みるた め，

温 湿 度 ロ ガー4 台 に よ る連 続 測 定 を実 施 し た。測 定 間

隔 は 30 分，2006 年 10月〜2007 年 9 月 実施 した 。

　 3，4　カ ビ発 生予 測

　 主 眼 で あ る カ ビ 対 策 に 関 し て 、カ ビ 指数 マ ッ プ は 数

値 の 指数 7 以 上 で カ ビ 発 生 を予 測す る もの で ，絵画 の

収蔵環境を評価す る Eで 有効な手段 とな り うる
1 ）　 2 ）　 3 ）。

こ こ で は 温 湿 度 の 測定結果 を 乾性 湿 性 カ ビ 予測図（左 ）

と カ ビ 指数 マ ッ プ （右 ） に布 置 した。

　　　　　　　　　 4 ．考察

　 こ れ ら の 結果 を もと に，具体的 な 対応 を以 下 と して

実施 した。エ ア コ ン の 運転期間は 6 月〜9 月連続運転

と し設 定 は 24 ℃ を下 回 らな い 範 囲，コ ン テ ナ 内部温

湿 度の 均
一

化 の た め 循環 空気運 転 を実施 し た。調査 で

得 られ た 結果か ら，カ ビ発 生 防止 の た め カ ビ 指数マ ッ

プ の 利用を図 っ た。今回の 鋼製 コ ン テナ利用 の 目本画

収 蔵 方法 に つ い て 考察す る。

  コ ン テ ナ の 温 湿 度変化 ： ほ ぼ年 間 淀 で ，冷房運 転

に よ る温 度 上 昇抑制効果 が あ る。そ の 結果，夏季 に は

コ ン テ ナ内が 高湿な外気 に比 べ 乾燥す る。（図 3 、図 5 ）

  絵 画 近 傍 の 湿 度 ：
コ ン テ ナ 内の お よび 絵画近傍記録

で は 相 対 湿 度 60 ％ 近 く で安定 し て い る。（図 6 ）

  カ ビ 発 生予 測 ： 自宅は 夏季 に は 乾性 カ ビ 発 生 の 恐れ

が あ る が （図 8 ），コ ン テ ナ 内 は カ ビ 発 生 の 可 能 性 は 少

な く，2010 年 9 月 時点 で もカ ビ 発 生 は なか っ た。

  経済的に 運 用す る た め の 資料 と し て エ ア コ ン の 特性

を調査 し、電力料金 表 を参 照 した。
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6 ，簡易な美術品収蔵空 間確保

　今 回 の 取 り組み は，依頼者 か らの 相談が きっ か け で

あ り，そ の 意味で は 偶 然の 所産 で あ っ た （資料 1参 照 ）。

い わ ゆ る，博物館や美術館 に つ い て の 保存環境 の 議 論

は多く，その た め の 報告 も盛 ん に な され て い る。しか

し，特殊 な 展示 空 間で は な い 多 く の 住 宅 や オ フ ィ ス ビ

ル にお い て も貴重 な絵画 が掲げ られ ， 紫外線や乾燥な

ど幾多の 作品 劣化 の 危険に さらされ て い る。建築内部

で の 絵画の 展示 に つ い て は カ ー
テ ン や 照明な ど の 工夫

で ，影響 の 軽減 が 図 られ て い る が，作 品 の 簡 易 な 収 蔵

に 関 し て は 取 り組み事例 の 多 く が，報告 され ず に うず

もれ て い る の も事実 で あ る。今 回 の 事例 で は狭 い コ ン

テ ナ 空 間 の 中 で，額 装 の 日本 画 とそ れ を保護す る箱や

用紙 そ して，簡易なエ ア コ ン が同 居す る 中で，作品

が収蔵 され て い る。
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韈
　　　　　　写 真 4　 コ ン テ ナ収納状況

　今 回 の 取 り組 み は，対 策 の 主眼 点 をカ ビ 発 生 防止 と，

エ ア コ ン の 運 転の 最適化 に ポ イ ン トを縛 っ た。そ の 結

果，カ ビ発生防止 と夏場 の 高温 度対策 が 可能 とな り ，

一
応 目的 は 達成 され た。写真 4 に コ ン テ ナ 内部の 状況

と，2010年 時 点 で の 消 費電 力 量 を表 3 に 示 す。

　　表 3　 コ ン テ ナ 電力消費量 （2010年検針記録）

開始 日 検針 日 期 間電力 量   H

12月 9 日 1 月 胴 日 0

1月 12 日 2 月 8 日 0

2月 9 日 3 月 8 日 0

3月 9 日 4 月 11 日 0

4月 12 日 5 月 13 日 8
5月 14 日 6 月 13 日 24

6月 14日 7 月 8 日 32
7 月 9 日 8 月 9 日 99
8月 10 日 9 月 9 日 113

　簡易に美術品を 収蔵す る方 法は な か な か 見 つ か ら な

い 。こ こ で は触れ な か っ た が有害生物や塩害問題等 の

課 題 は 多い 。そ の た め に は 作者自身の 努力 と，関係 者

の 緩や か な協力 とが 不可欠 で あ る。ま た，エ ア コ ン の

進歩 は 目覚 ま しい が ，こ の 様 な小 さな空間を制御 で き

て ，経済性 の あ る運 転 が で き る機器 の 開発 を促進 させ

る必 要 性が 有 る。こ の 装置に は 当 然，カ ビ 発 生 機 能 を

持 っ た フ ィ ル ターと運 転 モ ードが 装 備 され る こ と に な

る。
4 ｝ 5 〕

更 に，今 回 は 木 製 の ラ ッ ク が調湿性 を 発揮 し

て お り，相対湿 度の 安定化 に 寄与 し た。必 要 に 応 じ て

調湿 性 の パ ネル や 粉黛 の 挿入 も可 能 で ある。今回の コ

ン テ ナ の 挑 戦 が，多 くの 画家 へ の 情 報 提 供 に と ど ま ら

ず、古墳の 調 査
6〕 7 〕 8 ）

や短 期的 な 災害復 旧
9 〕 1 ω ，国

際的な絵画 の 移動や交流 に 寄与す る 可能性 を指摘 して

お く。T 画 家 へ の 感謝 を記 し て 結 び とす る。
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